
議会改革推進特別委員会

⾏政視察レポート
令和７年７⽉２２⽇（⽕）



１. ⽇時︓令和７年７⽉２２⽇（⽕）

２. 視察先と調査項目

(1)広島県三次市
◎任期中の議会・議員活動検証方法の構築について

(2)広島県東広島市
◎一般質問・代表質問を政策提言に結び付ける取組について

 
３. 参加者 ⽜尾昭委員⻑、

沖田真治委員、村武まゆみ委員、小川稔宏委員、布施賢司委員、
佐々木豊治委員、田畑敬二委員

４.視察目的 先進市議会における特徴的な議会改革の取組について視察し、
浜田市議会における議会改革の参考とする。

特に当市議会において取組を実施していない項目について、
重点的に調査し、今後の政策⽴案機能をはじめとする議会機能等
の強化に生かす。



�広島県三次市議会 概要

・⼈⼝︓47,565 ⼈、世帯数︓23,067 世帯（令和 7 年 4 ⽉ 1 ⽇現在）
・⾯積︓778.18 平方キロメートル
・令和 7 年度一般会計当初予算額︓歳⼊・歳出 39,570,000 千円

（議会の概要）
・議員定数 ︓22 ⼈、現員 22 ⼈
・常任委員会︓総務常任委員会 7 名、教育⺠生常任委員会 7 名、

産業建設常任委員会 7 ⼈、予算決算常任委員会 21 ⼈
広報広聴常任委員会 7 名

・議会運営委員会︓8 ⼈ ・特別委員会︓議会活性化等検討特別委員会 10 ⼈
・議員報酬 ︓議⻑ 454,000 円、副議⻑ 407,000 円、

常任委員⻑・議運委員⻑ 387,000 円
常任副委員⻑・議運副委員⻑ 376,000 円
議員 371,000 円

・政務活動費︓1 ⼈⽉額 30,000 円（所属会派に対して交付）



�三次市議会における議会基本条例の評価・検証の取組
１. 議会基本条例の評価検証の取組①
・平成22年施⾏の議会基本条例に基づき、平成27年度に全条⽂の達成度を会派単位で
内部評価。

⇨「今後努⼒を要する」と判断された項目には取組目標を設定。
・議会基本条例を一部改正し、第20条において任期中に評価検証を実施することが義
務化された。

２.議会基本条例の評価検証の取組②
① 平成30年度議会基本条例の評価検証の取組①を有識者らによる外部評価を実施。
外部評価では、市議会の役割は「市⺠福祉の向上及び市勢の伸展」であり、議会・議
員は、自らどのように実践してきたのか、その検証が肝要であると指摘された。
・議員活動︓選挙公約実現に向けての「情報共有」「住⺠参画」「機能強化」を個⼈
による主観的な評価検証。
・議会活動︓市⺠との関係、市⻑との関係、議会機能強化などを会派による客観的な
評価検証。
◎評価検証に⾄った理由・・・市⺠アンケート（令和3年）の実施
「公約の達成状況を知らせてほしい」「選挙の時だけ声を出すな、普段の⾏動で⽰してほ
しい」「有言実⾏を徹底せよ」などの意⾒が多数。







◎取組に向けて
・議員間では反対・賛成意⾒が出たが、まずはやってみようと
実施したが、
実施後の市議会議員選挙投票率は低く、市議会への関⼼度の低
さを痛感。

◎令和７年度議会運営委員会において改善
× 「評価」取組を⾒た市⺠がするもの
○「検証」自らの活動を検証し、次の活動へつなぐ



�広島県東広島市議会 概要
・⼈⼝︓190,982 人、世帯数︓93.012 世帯（令和 7 年 6 ⽉ 30 ⽇時点）
・⾯積︓635.16 平方キロメートル

（議会の概要）
・議員定数 ︓30 人、現議員 30 人
・常任委員会︓総務委員会 8 人、文教厚生委員会 7 人、市⺠経済委員会７人
建設委員会７人
・その他の委員会︓議会運営委員会８人、広報広聴委員会 10 人
・特別委員会︓予算特別委員会 決算特別委員会
・議員報酬 ︓議⻑ 560,000 円、副議⻑ 507,000 円、議員 460,000 円
・政務活動費︓議員１人につき⽉額 25,000 円



�一般質問・代表質問を政策提言に結び付ける取組

◎経緯 議⻑から議運に「一般質問等を政策提言に結び付ける取組」の構築につ
いて諮問され、視察・12回の協議を経て決定。

◎目的 一般質問・代表質問で⾏われた議員個々の政策提言を議会全体として政
策提言に結び付け、市⺠の負託に的確に応え、市の豊かなまちづくりの実現に寄
与すること。



・⼀般質問終了後、⾃薦・他薦によ
りテーマを議会運営委員会に提出。
・議会運営委員会で、テーマを確定
⇨提案の内容を確認し、取扱を協
議。
・全員協議会又は常任委員会で協
議。
・議会運営委員会での協議を経て
議案提出。
・定例会において議決。

� 提⾔までの流れ



・実績︓3回（R6年第2回定例会、第3回定例会、R6年第4回定例会・R7年第1回定
例会）現在、R7年第2回定例会後の取組を実施中。併せてこの取組の⾒直しの協議も
実施中。

� 取組状況

� 取組結果
・1回目︓「ユニバーサルデザインに配慮したトイレの整備環境に関する決議」
・2回目︓「耕作放棄地など不作付地の有効活用と拡大防止に関する決議」
・3回目︓「次世代への継承と世界に向けた平和施策の展開に関する決議」
※1回目は予算編成を経て実⾏している。



１. 任期中の議会・議員活動検証方法の構築について（三次市議会）

⚪議員が公約に掲げたマニフェストの実現にどう取り組むかは、議員活動の根幹をなすもの。
⚪⾃己検証を通じて資質を高め、取組の進捗を市⺠に「⾒える化」することは市⺠からの重
要な要請である。
●予算提案権を持たない議員が公約を実現する⼒は限定であり、達成度を客観的に評価
することは困難である。
⬇

全議員が足並みをそろえて取り組める環境が整うまで、本制度の導入は⾒送る。

�委員会の考察



２. ⼀般質問・代表質問を政策提⾔に結び付ける取組について（東広島
市議会）

⚪議会の政策提⾔機能を強化し、⼀般質問や代表質問を議員個々の活動から議会全体
の政策提⾔へとつなげる点において、大変魅⼒的であった。
●浜田市議会で導入するに当たっては、周到な制度設計と全議員の深い理解がなければ
導入は難しい。また前提として議員間討議の活性化など更なる検討が必要。
⬇

本制度は議会改革推進特別委員会で検討すべき課題である。

�委員会の考察


